
一
苑
の
船
、
の
構
造
に
就
い
て

大

島

正

健

一
般
に
詩
人
の
問
ひ
る
此
間
の
純
文
に
つ
き
、
疑
問
と
潟
る
者
あ
り
o

先
づ
人
の
熟
知
す
る
庶
の
貌
徴
の
述
懐
の
詩
を
例
と
し
て
考
究
す
べ

し。

J

-

-

コ

山

中
原
選
…
逐
鹿
、
投
畿
一
帯
吠
折
、
.
従
拭
計
不
就
、
惚
慨
志
織
存
、
杖
策
務
官
人
子
、
続
応
下
関
門
、
法
州
内
繋
潟
号
、
強
戟
下
来
流
、
管
粁
妙
高

M
Y

コ

e

つ

-

e

-

3

山
川
淡
経
平
成
、
古
木
川
崎
怨
鳥
、
娘
一
山
時
一
伏
狭
、
一
段
傷
千
単
一
目
、
選
総
九
折
味
、
弦
不
川
内
線
段
、
深
懐
闘
士
忠
、
季
布
保
…
二
誌
、
佼
誠
意
一
二
一
一
円

• 

人
生
感
意
気
、
功
名
誰
復
論
、

0

3

0

ヲ

o

・
e

・
-
e

此
詩
を
見
る
に
軒
‘
蒋
、
原
、
政
、
一
一
一
一
向
の
如
き
ヱ
ン
の
撲
を
持
て
る
者
と
、
存
、
門
、
魂
、
底
、
論
の
如
き
オ
ン
の
獲
を
持
て
る
殺
と
、
践

を
鴬
し
て
同
様
と
し
て
取
り
扱
ふ
と
と
瑚
に
合
は
ざ
れ
ど
、
彼
関
の
大
家
'
叫
に
之
を
許
容
す
、
我
閣
の
詩
人
は
一
も
こ
も
な
く
共
用
法
に
時

っ
て
怯
し
む
所
な
き
が
如
し
0

も

是
よ
り
時
代
を
樹
り
て
元
の
械
の
現
出
せ
る
来
振
を
探
る
べ
し
。
'
概
し
て
漠
人
の
川
ひ
た
る
韻
法
は
絞
き
に
過
ぐ
る
如
く
忠
は
る
ゐ
が
故
、
.

先
づ
誠
詩
よ
り
約
め
て
用
例
を
山
川
だ
す
と
と
込
す
。

つ

コ

つ

問
形
光
未
満
、
求
問
中
一
燦
以
繁
。
下
関
、
郎
、
天
、
軒
、
様
、
金
、
第
、
慾
、
然
、
年
、
立
、
一
一
一
一
日
と
押
す
。

つ

Q

コ

〉

拘
限
詰
切
い
然
、
中
前
無
由
友
、
下
一
言
、
選
、
関
、
源
、
初
、
連
、
懸
、
偏
、
話
と
抑
す
。

の
み
を
詑
す
。
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つ

つ

問
機
、
漢
市
川
肌
功
民
的
数
、
邸
側
、
料
、
様
、
原
‘
安
、
難
‘
務

コ

。

添
岳
，
紛
州
防
機
詳
‘
廷
、
濯
、
一
一
日
、
折
、

。

つ

つ

左
忠
、
知
都
賦
晩
、
速
、
料
、

コ

つ

つ

陶
務
、
…
一
部
一
食
士
詩
、
軒
.
問
、
畑
、
折
、
一
一
一
一
円
、
…
賞
、

っ

O

「
d

J

つ

顔
延
之
，
一
花
后
哀
策
文
、
問
、
絵
、
府
.
版
、
議
、
夜
、

後
の
一
冗
の
部
一
所
属
の
宇
は
，
初
は
山
闘
の
織
と
結
び
、
次
第
に
伯
、
先
、
の
訟
と
結
ぶ
と
と
多
き

ι五
る
を
見
る
。
千
設
の
一
冗
の
訟
に
お
し

北
ハ
入
務
は
バ
の
印
刷
な
り
。
此
山
間
の
現
山
川
も
、
千
践
の
一
五
の
叩
閣
の
現
出
と
玲
ど
北
ハ
時
を
向
じ
う
す
。

。
ヘ
ノ

世
間
航
、
治
…
例
以
月
、
雲
、
C

3

2

コ

体
玄
、
怨
欽
一
利
時
総
魯
バ
、
髪
、
越
、
問
、
建
‘
夜
、
お
、
問
、
山
本
‘
別
、
裂
、
経
も
穴
、

C

J

O

 

毛
t
J
h
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、
L
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ド弘、一
τ
I
L
L
、
1
1
、
パ
リ
、
ャ
n
t
.
v士、、

百
花
調
子
H

-
定

歩

引

w

F
ト

3

2

Z

入
政
の
月
の
間
以
と
銘
燃
の
部
又

m
mの
出
と
の
関
係
は
、
一
小
玲
の
一
冗
の
部
と
山
間
の
部
又
仙
先
の
加
と
の
関
係
の
如
し
。

次
に
元
の
加
の
ヱ
ン
、
ヱ
ツ
の
一
昨
あ
る
が
引
に
他
の
オ
ン
，
オ
ツ
の
務
あ
る
者
の
混
入
し
た
る
は
、
如
何
な
る
次
第
な
る
か
、
共
迩
を
以
ぬ
べ

し
。
泌
総
'
の
時
代
に
は
‘
後
牡
民
文
の
削
減
と
な
る
べ
き
宥
は
、
民
く
向
孤
児
島
し
庇
り
た
る
が
、
イ
ン
、
ウ
ン
の
異
文
の
協
と
お
り
で
分
る
、
T

に
先
だ
ち
、
オ
ン
の
絡
の
才
は
廿
一
ハ
の
中
に
泌
じ
応
り
た
り
。
浅
貌
の
人
の
作
の
数
併
を
示
す
べ
し
。

越
4
1

、
第

JMM肌

-

・
お
也
雌
説
、
納
税
約
山
内
山
、
内
以
井
心
、
外
以
背

X
、

プ壬、
J
Z
、，

J

J

ト
r
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主
u
r
S
J
f
官
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乃
命
長
秋
、
使
蹴
以
一
点
、
努
作
成
人
、
純
作
像
以
一
遊
飛
、
税
特
虚
以
一
迷
升

d
Hリ
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、、
L
弓
1
人一〕
l
l
v
P
2
1
kト
J

安

材

貯

ね
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風
間
川
集
十
例
吋
如
、
緋
術
孤
竹
棋
‘
於
心
有
不
服
、
山
市
趨
凌
紫
孫
、

余
咋
、
時
開
w
m叫

4
1
-
U
5
4
7

写
7κ
寸什

d
T
I
L
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• 

扮
政
教
及
、
叫
れ
筑
仰
…
倫
、
凌
出
故
除
、
一
選
法
…
進
主

ム
ハ
削
引
の
時
期
比
入
り
て
イ
ン
、
ウ
ン
の
絡
を
有
す
る
岡
県
.
文
、
の
蹴
又
イ
ツ
、
ウ
ツ
の
務
を
布
す
る
一
官
、
物
の
郊
の
夫
み
で
分
離
す
る
に
滋
り

-
-
-
-
e

・・

4

方
ン
、

4
A

ツ
の
路
を
山
科
す
る
織
は
、
他
と
分
れ
て
務
玄
せ
り
。
除
機
、
渓
高
松
功
肉
料
郎
、
の
存
、
替
、
傘
、
門
、
毘
ο
滞
岳
、
関
紙
紙
の
存
.
均

-

-

-

-

-

-

a

w

-

-

-

a

'

一

，

.

窓
、
門
。
劉
現
、
先
川
底
議
訪
の
焼
、
敦
，
弁
、
門
、
様
、
魂
。
陶
滞
、
郎
去
来
続
の
奔
‘
門

.1一
作
‘
傘
ル
一
?
に
加
へ
て
、
凱
格
段
、
場
鵠
斌
の
骨
、

・

・

・

a，

e

睡
・
・
・

浪
、
忽
，

m品
開
日
航
斌
の
勃

.m官
。
家
宏
、
…
…
…
関
名
医
序
賛
の
一
約
、
骨
，
判
、
勃
、
波
等
は
部
ち
北
パ
の
例
な
り
。

続
織
に
て
オ
ン
、
オ
ツ
の
織
に
的
し
一
小
玲
痕
魂
、
入
路
淡
の
名
稀
を
設
く
。
又
終
を
分
ち
て
一
小
川
符
鋭
、
同
県
と
詳
.
入
按
櫛
伎
と
術
に
作
り
‘
文

を
分
ち
て
平
路
欣
文
、
入
諜
迄
物
に
作
る
。
上
続
去
絡
の
織
は
犬
々
日
正
バ
間
に
践
く
。

さ
で
一
五
の
鴻
月
の
韻
を
見
る
に
.
ム
ハ
朝
の
中
期
に
は
他
よ
り
分
れ
て
潟
立
せ
勺
の
も
の
の
如
し
。
北
(
訴
時
は
痕
引
の
織
は
就
に
鶴
次
せ
り
。

痕
丹
波
混
用
の
例
の
此
時
代
の
作
詳
の
詩
歌
に
一
見
ゆ
る
は
背
通
事
と
怨
り
来
れ
り
。

怜削

f
d同
相

将

心

、

ご

4
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j
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ず

戸
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司
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司
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君
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f
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成

m
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割
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3
E
-
f
p
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手
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可
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A
r
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J
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王
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泡
夜
、

t
在
宅
f
I

品
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曲
目
ド

I
1
3一
主
将

0

・

主
人
間
以
勿
校
、
ぬ
州
子
敬
一
一
一
一
計
、
僕
本
終
郷
土
、
山
内
身
家
漠
思
.

野
鳥
肌
義
、
昨
一
計
三
臨
}
河
川
注
必
ず

ハ
U
F
9
ぷ
災
判
明
両
ぷ
0
・3
A小
、
ず
お
尚
早

ω行
一
宮
口

0

・

宵
変
獄
清
和
、
芳
本
亦
米
獄
、
水
結
掛
川
長
菜
、
陰
お
媛
輿
炎
、

顔
怨
之
、
結
白
馬
賊

ノ

丹

〉

。

ド
い
に
理
主
一
台
ぢ
品
尚
子
、
幸
い
i
m弟
、
め
内
丸
山
手
え
ミ
主
、
立
法
高
司
、

多
J
引
ゴ
ノ

B-A打
者
J
i

妥
者
手
会
主
稿
デ
£
諸
相
M

W

1

j

3 ...-.. 

o

e

a

，
。
、

0

・

下
核
、
敦
、
持
‘
稿
、
授
、
猿
、
敬
、

-
-
-
w

・

奔
‘
存
、
攻
、
論
と
押
す
。

コ
下
様
、

v

-

V
れ
V

-
a，
 •• 

・
0

3

っ・

山
奔
、
滋
‘
存
、
論
‘
円
、
板
、
猿
、
怨
、
軒
、
魂
と
押
す
。

0

9

3

3

0

.

。

下
髪
、
後
、
月
、
越
、
閥
、
忽
、
伐
と
押
す
。

0

・
0

3

下
後
、
淡
、
閥
、
越
と
押
す
。
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走
れ
よ
り
以
後
は
、
え
疫
の
一
胸
部
は
北
ハ
干
上
去
入
を
通
じ
て
、
同
識
と
し
て
取
哲
抜
は
れ
、
宋
代
に
五
り
疫
の
韻
の
符
か
る
k
A

給
処
と
し
て

元
の
識
は
二
様
の
務
あ
る
に
拘
は
ら
字
、
一
認
と
し
て
作
詩

k
mゐ
ら
る
。
作
詩
の
脅
償
上
の
別
法
は
対
く
抜
き
、
一
一
ん
痕
一
山
部
の
併
用
せ
ら
る
，

?
に
於
い
て
は
之
に
お
す
る
治
省
の
説
明
無
か
る
ぺ
か
ら
宇
。
恕
ふ

ι南
朝
劉
宋
の
袋
一
冗
の
穏
に
一
背
稜
化
を
生
じ
、
市
立
日
化
せ
ら
れ
し
も
の
な

、

、

、

、

、

、

る
べ
し
。
此
一
以
内
我
間
停
来
の
炎
治
討
を
以
て
一
説
明
す
る
と
き
は
一
一
放
出
向
す
る
に
似
た
り
。
制
問
一
訟
を
ホ
ン
ヤ
ク
、
知
悩
を
ポ
ン
ナ
ウ
、
軒
一
泌
を
コ
ン
ラ

、

、

，

、

、

、

、

，

、

、

、

カ
ノ
、
常
務
を
プ
ン
ゴ
、
紙
問
問
を
ギ
ヲ
ン
、
怨
媛
を
ヲ
シ
リ
ヤ
ウ
、
後
端
を
ふ
小
ツ
グ
ン
、
越
智
を
ヲ
チ
と
呼
ぶ
が
如
し
。
献
を
コ
ン
、
棋
を
。
コ
ン

と
問
ふ
る
は
、
話
時
一
駒
山
十
一
冗
の
践
に

wmし
印
刷
り
た
る
と
と
な
る
べ
し
。
一
一
ん
を
グ
ワ
ン
、
月
を
グ
ワ
ツ
と
い
ふ
は
、
明
か
に
グ
ヲ
ン
、
グ
ア
ツ
り

祢
友
り
。
川
穴
一
菅
に
従
へ
ば
一
五
の
鵡
と
痕
魂
の
韻
と
通
宇
る
に
去
る
な
り
。
続
誠
に
は
一
一
ん
の
下
に
魂
痕
問
問
川
と
あ
り
、
市
し
て
一
脱
出
は
慌
の
川
町
一
出

品
一
一
阿
の
切
識
に
別
り
た
る
府
械
を
地
約
し
た
る
蓄
な
り
。

祭
る
に
笈
に
又
難
解
の
問
題
あ
り
。
税
時
時
代
の
作
広
り
と
一
去
は
る
h

部
、
鏡
に
は
一
冗
の
訟
は
そ
の
上
去
入
の
三
殺
の
部
と
北
ハ
広
、
第
二
十
一

第
二
十
二
関
令
部
絡
の
三
等
部
と
し
て
舵
誼
せ
ら
れ
、
且
つ
北
ハ
部
勝
は
外
特
に
麗
す
。
さ
す
れ
ば
元
の
識
は
ヱ
ン
、
ヱ
ツ
の
撃
な
ら
ざ
る
可
か

ら
十
、
走
れ
能
く
務
妨
背
広
令
ふ
北
脅
系
の
一
山
内
な
り
。
痕
一
兆
の
訟
は
そ
の
上
去
入
三
躍
の
部
と
北
ハ
に
第
十
七
、
第
十
八
出
合
一
湖
特
の
一
等
部
と

し
て
舵
泣
せ
ら
れ
、
且
つ
北
ハ
一
掃
締
仰
は
内
綿
花
嵐
す
る
オ
ン
、
オ
ツ
の
撃
た
り
。
外
特
の
韻
と
は
、
全
く
共
性
一
践
を
単
一
(
に
し
、
一
山
守
相
通
J
Y
べ
き

殺
に
非
千
。
一
五
の
溺
を
我
央
官
の
如
く
織
ハ
か
す
と
き
は
取
り
も
也
さ
や
外
線
よ
り
内
特
托
移
り
た
る
な
り
。

一
川
と
痕
訓
"
と
一
一
討
一

m
mの
織
と
し
て
川
ゐ
ら
れ
、
し
か
も
文
物
燦
燐
た
る
一
例
制
仰
の
名
家
の
詩
歌
に
現
は
る
為
托
五
り
て
よ
り
、
共
影
響
す
る

所
民
く
、
南
北
北
ハ
一
昨
刊
を
閉
山
(
に
す
る
所
あ
り
と
雌
も
、
深
く
窓
に
介
せ
令
、
遂
に
音
識
は
一
日
日
樹
、
詩
歌
は
詩
歌
と
し
て
、
ザ
び
行
は
る
為
に
一
主
hv

た
る
と
と
と
る
べ
し
。
関
銃
作
製
の
時
代
に
は
、
北
芳
氏
て
速
く
漠
競
活
の
一
外
的
胤
〈
を
見
る
に
及
び
た
る
な
り
。
(
昭
和
十
年
二
月
廿
三
日
)
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